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後
期
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第
六
十
七
巻
　
　
　
三
八
　
　
第
一
號
　
　
　
三
八

時
の
農
商
務
省
農
務
局
農
産
課
長
伊
藤
悌
藏
氏
か
幅
島
縣
で
行
つ
た
講
演
の
前
置
き
の
一
句
で
あ
る
が
（
同
著
「
日
本
農
業
論
」
一
頁
）
、

同
時
に
當
時
の
農
業
観
を
代
表
す
る
も
の
で
も
あ
つ
た
。
そ
し
て
こ
の
重
要
な
産
業
の
維
持
襲
展
を
圓
る
た
め
の
根
本
方
針
は
、
あ

く
ま
で
在
來
の
農
業
組
織
を
維
持
し
て
益
々
経
螢
の
集
約
化
を
…
進
め
る
こ
と
及
び
不
毛
地
の
開
褒
に
あ
り
、
こ
の
基
礎
の
上
に
政
府

は

農
業
政
策

を
立
て
、
農
家
を
督
働
し
た
の
で
あ
つ
た
。

　
督
働
事
項
は

頗
る
多
い
。
未
利
用
地
の
開
拓
、
農
事
團
隈
及
び
農
政
機
關
の
統
一
改
善
、
農
業
教
育
の
普
及
、
農
事
及
び
作
物
品

種
の
改
良
、
地
主
の
奮
起
及
び
地
主
と
小
作
人
の
調
和
、
共
同
経
螢
、
勤
倹
貯
蓄
、
肥
料
の
可
及
的
自
給
、
害
轟
駆
除
、
等
。
併
し

こ
れ
ら
は
い
す
れ
も
小
農
主
義
の
暴
礎
に
立
つ
て
農
民
に
勤
倹
力
行
を
要
求
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
か
つ
た
。
本
期
の
農
業
政
策
に

至
つ
て

は
頗
る
微
温
的
で
あ
つ
て
、
　
注
目
す
べ
き
も
の
は
僅
か
に
耕
地
整
理
の
實
施
、
　
日
本
勧
業
銀
行
及
び
府
縣
農
工
銀
行
の
設

立
、
産
業
組
合
法
の
制
定
な
ど
で
あ
つ
た
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
あ
る
程
度
農
家
経
濟
の
困
難
を
緩
和
し
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
困
難

か

ら
冤
れ
さ
す
に
は
役
立
た
な
か
つ
た
。
蓋
し
、
そ
の
困
難
は
手
工
的
な
過
小
農
経
螢
が
資
本
圭
義
的
貨
幣
経
濟
に
捲
込
ま
れ
る
こ

と
に
よ
つ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
政
策
は
こ
の
黙
の
打
開
に
ま
で
及
ぱ
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
か
か
る
間
に
農
業
は
外
形
的
に

は
襲
達
し
な
が
ら
、
農
村
経
濟
は
内
面
的
に
困
難
に
陥
り
、
そ
の
困
難
は
大
正
以
後
に
も
及
ん
だ
の
で
あ
つ
た
。
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